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2.  主旨

3. その他

　今日、射出成形技術はプラスチックの汎用成形加工法として確固たる地位を築き、さらに高度化がはかられ
ている。一方で、ものづくりを基盤に発展してきた我が国において、多くの国内企業がすでに生産拠点を海外
へ移転させ、製造業の空洞化が後戻りできない状況になっている。こうした中で、プラスチック成形加工にお
いても、日本の将来を支える高付加価値化、高機能化成形品と、それらを支える新たな成形加工技術の確立が
急務となっている。
　本研究会では、第Ⅰ期U'00 & U'01から第Ⅷ期U'14 & U'15プロジェクトまでに開発された新規計測技術
群に基づき、多種多様な成形不良現象や超高速の射出成形現象について多面的な実験解析を行い、高機能・高
付加価値を新規に創成し得る成形品の実現に向けて、以下の６つの研究テーマを中心に重点的に取り組むこと
とする。
　すなわち、①可視化加熱シリンダによる可塑化過程、繊維折損現象等の可視化解析、②炭素長繊維・ガラス
長繊維の流動・配向解析および外観不良との相関解析、③ホットランナー金型における各種成形不良現象の可
視化解析、④転写と離型過程の可視化解析と離型抵抗の計測、⑤各種成形不良現象の可視化実験解析、⑥金属
と樹脂との接合加工と評価技術の確立、以上である。これら６つを柱に、新規に開発された可視化・計測ツー
ルを最大限に活用し、プロジェクトを実施する。

参　加　費：賛助員の場合（賛助会費１口10万円）：各年度の参加費150万円
　　　　　　 非賛助員の場合　　　　　　       　 ：各年度の参加費160万円
　　　　　　 ＊研究員派遣、金型製作等をご協力いただける場合は参加費減額
設 置 期 間：2016年４月～2018年３月（第Ⅸ期：U'16&U'17プロジェクト）
定　　　 員：25社まで
定例研究会：年３回開催予定
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梶原　優介

キャビティ流動樹脂内部の３次元温度分布計測（材料：PP）
フローフロント正面の追従可視化（材料：PP）

ガラス長繊維強化ＰＰにおける繊維折損挙動の可視化

可塑化樹脂のインプロセス多点サンプリング装置

（a）Injection rate 10㎝³/s （b）Injection rate 100㎝³/s



みをしない。

平成28年度
。

ください。


